



















ラント州オーバーヴァルト郡 2) ウンターヴァルト村 3)
の「ハンガリー・メディア情報センター (Ungarisches 
Medien-und Informationszentrum, 以下 ,UMIZ と呼ぶ )」
4) である。
　報告者は，調査期間である 2012 年 2 月 27 日（月）
から 3 月 17 日（土）までの間の当該 2 週間ほどをこ
ちらに滞在し，当センターのケレメン・ラースロー 
































  オーストリア・ブルゲンラント州におけるハンガリー語話者調査記録旅行誌        












































金 (European Regional Development Fund, ERDF) とブル
ゲンラント州の援助を受けて，ウンターヴァルト村役
場の隣にある古い学校を利用し，2001 年 6 月 8 日に


















　「 イ ム レ・ シ ャ ム 言 語 研 究 所 (Imre Samu Nyelvi 
Intézet (ISNYI))」12) が言語部門の下位組織として存
在している。こちらは本国ハンガリーのハンガリー
科学アカデミー言語学研究所 (A Magyar Tudományos 






　ラディチュ・イェネーネー (Radics Jenőné)13) の主導
のもと，毎年，イベント「文学の夜」を開催している。
2.3. 幼児保育教育部門
　ドワシュ・カタリン (Dowas Katalin)14) 主導のもと，














　オットー・オストヴィチュ (Otto Osztvits) のもと，










a) 文学 … 「文学の夜」開催
・3 月 15 日：1848 年 3 月 15 日の革命記念日
・10 月 23 日：1956 年ハンガリー動乱記念日
b) 芸術 … 画家や彫刻家の展覧会
・ヴェーヌス・エルヴィン（Vénusz Erwin，彫刻家）
・ヨージュヴァイネー・キシュレーリンツ・エディ






c) 考古学 …UMIZ 内に展示




e) 幼児保育教育 …“UMIZ for KIDS” の継続



















nyelv és kultúra a Kárpátmedencében)』（ 同 名 の 多
言語研究会議の発表論文集）【8】
・“UMIZ for KIDS” に よ る 3 言 語 絵 本 の „Nyuszi-
Gyuszi”, „Lili, a lepke”, „Zsiga, a csiga”, „Nyári békabál”
3.3. 研究学位論文のコンサルト
・Németh Barbara: „A Burgenlandi magyar nyelvjárás”（ブ
ルゲンラント・ハンガリー語方言）
・Domobi Dalma Martina: „Ausztria az Európai Unióban”
（欧州連合におけるオーストリア）
・Polgár Mónika: „A Burgenlandi magyarok oktatásügye”
（ブルゲンラント・ハンガリー語話者の教育問題）
・Reményi  Glória :  „Burgenlandi  mag yar nyelvű 
n é p c s o p o r t  é s  a  n é m e t n y e l vű e k  N y u g a t -




























“UMIZ for KIDS” で作られた子供たちによる 3 言語での絵本
























府 (Bundeskanzleramt, BKA) とオーストリア教育と文










と，昨年 2011 年度の収入は約 75,000 ユーロ（約 800
万円）とのことである。





























































・ 狭 い ë と 広 い e を 区 別 す る（ 例，embër「 ヒ ト 」，
feketë「黒い」）23)
・標準ハンガリー語の ty / gy を，cs / dzs で実現する（例，
bácsám（←bátyám「私の兄」），kucsa（←kutya「犬」），
dzserëk（←gyerek「子供」）


















































1.sn gyerekem gyerekeim dzserëkëmiëk
2.sn gyereked gyerekeid dzserëkëdiëk
3.sn gyereke gyerekei dzserëkeji
1.pl gyerekünk gyerekeink dzserëkünkiëk
2.pl gyereketek gyerekeitek dzserëkëtëkiëk




























リー人協会会長のデアーク・エルネー (Deák Ernő) に
よる「オーストリア・ハンガリー人の現在と未来像 (Az 


































　3 月 15 日は本国ハンガリーでは 1848 年の革命およ
び自由戦争を記念する国民の祝日である。これに際し，










































州都はアイゼンシュタット (Eisenstadt ／ Kismarton)。2001
年の国勢調査時点で人口約 27 万人のうち，ハンガリー系住
民は 6,641 名（約 2.4％）。


















語 の み（http://www.umiznet.com/de/）。Facebook は，http://
www.facebook.com/umizinfo/




6）正確には 2 月 28 日（火）にウンターヴァルトの隣市であるオー
バーヴァルトの滞在ホテルに到着，翌日より調査研究を開










郡に属し，「市」である。人口約 5 千人のうち，2009 年の
国勢調査では 100 程度がハンガリー人と申告した。
9）「vasnépe.hu」（ ソ ン バ ト ヘ イ が 県 庁 で あ る ヴ ァ シ ュ 県 
(Vasmegye) のニュースポータルサイト）に 2009 年 11 月掲
載のニュースより。「4 年後にソンバトヘイ―オーバーヴァ











15）Siget in der Wart，ハンガリー語名は Őrisziget という。オーバー
ヴァルト郡ローテントゥルム・アン・デア・ピンカ (Roteturm 
an der Pinka，ハンガリー語名は Vasvörösvár) 市場町の一部
を成す村落。人口は数百人で，その殆どがハンガリー系。オー
バーヴァルトから南東に 6 キロのところに位置。
16）キルヒシュラーク (Kirchschlag in der Buckligen Welt) はニー
ダーエスターライヒ州ヴィーナー・ノイシュタット郡にあ





展覧会 („Alsóőr, Kirchschlag és Nárai – egy egységes kultúrrégió 
fejlődése sokszínűségének példai, a XX. század első fele videki 
életének közös mutatói és különbségei”) はキルヒシュラークの
パンノン文化発展センターとナーライ村との共同で開催さ
れた。
17）„Nyuszi-Gyuszi”, „Lili, a lepke”, „Zsiga, a csiga”, „Nyári békabál”


















22）「UMIZ - über Uns – Ungarn im Burgenland – Demografie」
http://www.umiznet.com/de/index.php/ueberuns/ungarn-im-
burgenland/demografie
23）なお，ブルゲンラント方言の冠詞は，不定冠詞が ë / ëdzs で，
定冠詞が e / ez となる（後者は後続の名詞が母音で始まる
ものの場合に使用）。例，ëdzs asszom mëg ë liány「一人の夫
人と一人の少女」。なお，標準ハンガリー語では，不定冠詞 
egy で，定冠詞が a / az である。
24） ハ ン ガ リ ー 語 名 は Csejke と い う 村 落。 正 式 な 自 治 体
名 は，Deutsch Shützen-Eizenberg（ ハ ン ガ リ ー 語 名，
Németlövő-Csjke）という。1971 年に近隣である Edilitz im 
Burgenland(Abdalóc)，Eisenberg an der Pinka(Csejke), Deutsch 















29）Pavel-haus / Pavlova hiša はスロヴェニア人で旧ハンガリー王
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